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昭
和
四
年
六
月
十
日
、
拓
務
省
が
新
設
さ
れ
、
東
部
ア
ジ
ア
に
対
す
る
施
策
が
行
わ
れ
て
い
た
後
、
翌
五
年
四
月
二
十
二
日
に
は
ロ
ン
ド
ン
海
軍
条
約
の
調
印
に
参
加
し
た
政
府
は
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
、
柳
条
溝
に
起
っ
た
事
件
に
端
を
発
し
て
満
洲
に
お
け
る
軍
部
革
新
派
が
張
作
霧
・
張
学
良
等
を
打
倒
し
て
満
洲
資
源
を
確
保
す
べ
く
、
行
動
を
開
始
し
た
の
を
機
と
し
て
、
翌
七
年
に
至
り
、
満
洲
国
を
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
衛
生
行
政
は
昭
和
四
年
三
月
十
九
日
、
学
校
医
・
幼
稚
園
医
及
び
青
年
訓
練
所
医
令
が
制
定
さ
れ
、
同
月
三
十
日
、
政
府
直
扱
い
の
入
院
診
療
報
酬
が
日
本
医
師
会
に
還
元
さ
れ
た
。
四
月
一
日
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
試
験
事
務
が
文
部
省
よ
り
内
務
省
に
移
さ
れ
、
更
に
国
防
に
備
え
て
、
翌
二
日
、
救
護
法
が
公
布
さ
れ
た
。
叉
、
六
月
二
十
日
に
は
国
需
産
業
の
衛
生
管
理
の
意
義
を
も
含
め
た
工
場
危
害
予
防
及
衛
生
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
八
月
一
日
に
は
健
康
保
険
事
務
が
社
会
局
か
ら
地
方
庁
に
移
管
さ
れ
、
道
庁
出
張
所
も
設
け
ら
れ
た
。
十
月
二
十
九
日
、
学
校
看
護
婦
に
関
す
る
訓
令
が
発
せ
ら
れ
て
、
三
月
の
学
校
医
制
度
の
整
備
に
応
じ
た
が
、
翌
五
年
三
月
に
は
、
保
健
衛
生
調
査
会
の
民
族
衛
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、
断
種
法
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
、
五
月
六
日
に
は
日
本
学
術
振
興
会
は
政
府
に
対
し
、
国
民
体
力
管
理
に
関
す
る
建
議
を
な
し
た
。
同
月
十
九
日
、
麻
薬
取
締
規
則
、
有
害
避
妊
用
器
具
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
同
月
中
に
、
薬
学
振
興
会
が
設
置
さ
れ
、
十
一
月
二
十
日
に
は
癩
療
養
所
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
叉
、
こ
の
年
、
内
務
省
に
国
立
公
園
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
長
崎
県
立
公
園
雲
仙
も
そ
の
対
象
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
満
洲
事
変
の
起
る
直
前
ま
で
、
種
々
問
題
と
さ
れ
、
法
則
に
規
定
さ
れ
て
行
っ
た
の
は
、
麻
薬
．
保
健
・
衛
生
関
係
が
主
で
、
国
立
公
園
の
問
題
が
取
上
げ
ら
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
に
遅
れ
る
こ
と
五
十
年
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
変
動
の
中
に
、
本
学
で
は
、
次
第
に
外
地
よ
り
入
学
一760一
し
て
来
る
者
が
多
く
な
っ
て
来
た
が
、
次
に
昭
和
四
．
五
年
の
本
学
を
顧
み
よ
う
。
　
昭
和
四
年
二
月
、
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
に
お
け
る
産
婆
看
護
婦
の
養
成
機
構
を
整
え
、
同
年
四
月
一
目
よ
り
「
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
」
が
施
行
さ
れ
た
。
叉
、
こ
の
頃
よ
り
本
学
附
属
医
院
内
に
は
美
項
会
と
称
す
る
産
婆
及
び
看
護
婦
の
会
則
が
定
め
ら
れ
、
会
員
の
親
和
協
力
と
、
そ
の
素
質
の
修
養
を
加
え
、
更
に
品
位
の
向
上
を
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
二
月
十
五
日
、
教
授
阿
部
俊
男
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
月
、
本
学
解
剖
学
教
室
附
属
動
物
室
等
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
　
さ
て
、
経
済
恐
慌
に
よ
っ
て
授
業
料
増
額
の
要
は
遂
に
三
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
。
即
ち
、
本
学
々
則
第
三
十
七
条
中
、
授
業
料
の
額
を
百
弐
拾
円
に
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
第
三
十
八
条
中
、
授
業
料
の
額
を
八
拾
円
に
改
め
、
何
れ
も
昭
和
四
年
度
入
学
生
よ
り
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
月
三
十
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
温
室
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
　
四
月
一
日
、
教
授
赤
松
宗
二
は
願
に
よ
り
附
属
図
書
館
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
教
授
緒
方
大
象
は
附
属
図
書
館
長
に
補
せ
ら
れ
た
。　
こ
の
日
、
高
等
学
校
高
等
科
理
科
卒
業
者
六
十
四
名
及
び
中
華
民
国
人
四
名
（
特
別
）
に
対
し
、
入
学
を
許
可
し
、
同
月
十
五
日
よ
り
授
業
を
開
始
し
た
。
　
同
月
十
二
日
、
西
彼
杵
郡
野
母
村
よ
り
出
願
の
本
学
臨
海
実
験
所
用
地
千
八
百
十
坪
並
び
に
建
物
五
十
三
坪
寄
附
受
領
の
件
に
つ
い
て
文
部
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
。
同
月
三
十
日
、
教
授
浅
沼
武
夫
は
願
に
依
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
教
授
古
屋
野
宏
平
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
叉
、
こ
の
月
、
御
影
並
び
に
勅
語
及
び
詔
書
謄
本
奉
置
の
通
牒
が
学
部
部
長
か
ら
発
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
同
じ
く
学
部
部
長
か
ら
昭
和
七
年
七
月
「
御
真
影
奉
安
に
関
す
る
件
」
が
発
せ
ら
れ
、
更
に
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
の
通
牒
で
「
御
影
奉
安
施
設
ノ
完
備
方
二
関
ス
ル
件
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
皇
国
の
御
民
と
し
て
の
教
育
方
針
は
終
戦
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
文
部
次
官
通
牒
に
よ
り
文
部
省
直
轄
学
校
外
国
人
特
一761　一
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別
入
学
規
程
を
台
湾
人
若
く
は
朝
鮮
人
に
準
用
の
件
を
削
除
し
た
。
五
月
十
七
日
、
本
学
々
則
学
科
時
間
配
当
表
中
、
随
意
科
と
し
て
栄
養
学
科
を
加
え
た
。
当
時
の
栄
養
学
科
は
特
殊
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
栄
養
内
科
は
当
時
助
教
授
影
浦
尚
視
が
担
当
し
、
他
の
内
科
は
交
代
で
外
来
を
受
持
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
の
み
毎
日
外
来
を
行
っ
た
。
　
六
月
、
附
属
医
院
産
婦
人
科
病
棟
並
び
に
伝
染
病
棟
等
の
新
築
が
竣
工
し
た
が
、
七
月
十
七
日
に
は
附
属
医
院
に
お
い
て
、
防
火
演
習
を
行
っ
た
。
　
十
月
二
日
、
神
宮
式
年
遷
宮
が
執
行
さ
れ
た
の
で
、
同
日
、
奉
拝
式
を
挙
行
し
た
。
　
十
二
月
十
五
日
、
本
学
附
属
野
母
臨
海
実
験
所
落
成
式
が
同
所
で
挙
行
さ
れ
、
水
産
動
物
の
組
織
学
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
同
月
十
七
日
、
勅
令
第
三
百
五
十
七
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
職
員
定
員
表
中
、
書
記
の
項
が
改
正
さ
れ
た
。
　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
一
月
二
十
四
日
、
文
部
省
で
は
、
「
紀
元
節
挙
行
事
項
二
関
ス
ル
件
」
の
訓
令
を
発
し
、
「
宏
遠
雄
大
ナ
ル
建
国
精
神
ヲ
深
カ
ラ
シ
メ
以
テ
国
民
精
神
ノ
振
作
ヲ
図
ル
ハ
極
メ
テ
機
宜
二
適
ヘ
ル
措
置
ト
被
存
候
而
シ
テ
今
ヤ
我
国
各
般
ノ
情
勢
ハ
国
民
ノ
自
覚
猛
省
ヲ
促
ス
コ
ト
愈
々
大
ナ
ル
モ
ノ
有
之
ト
相
信
シ
候
二
就
テ
ハ
同
目
ヲ
期
シ
各
解
各
種
団
体
協
議
ノ
上
建
国
祭
、
講
演
会
、
野
外
演
習
、
遙
拝
、
国
旗
掲
揚
式
、
登
山
或
ハ
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
其
ノ
地
方
二
適
切
ナ
ル
施
設
計
画
ヲ
樹
テ
ラ
レ
以
テ
国
体
観
念
ノ
滴
養
ト
国
民
精
神
ノ
作
興
ト
ニ
一
層
御
留
意
相
成
度
」
と
云
っ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
全
体
主
義
へ
の
歩
み
寄
り
を
近
付
か
し
め
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
発
展
の
跡
は
明
ら
か
に
誤
っ
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
歴
史
的
な
過
程
と
し
て
は
又
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
全
く
政
治
に
支
配
さ
れ
て
行
く
学
校
教
育
の
末
路
に
外
な
ら
な
い
。
　
六
月
に
至
り
、
本
学
細
菌
学
研
究
室
の
移
転
増
築
、
解
剖
学
教
室
附
属
骨
晒
室
並
ぴ
に
薬
物
学
教
室
附
属
蛙
池
等
の
新
設
及
び
附
属
医
院
内
臨
床
講
義
室
並
び
に
外
科
病
棟
、
そ
の
他
、
婦
人
科
・
眼
科
・
小
児
科
・
精
神
科
・
高
南
・
高
北
の
各
病
棟
を
連
絡
す
る
渡
廊
下
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
＿762＿
　
七
月
十
八
日
、
朝
よ
り
稀
有
の
大
暴
風
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
本
学
会
議
室
木
造
二
階
建
七
十
坪
、
学
生
控
所
木
造
平
家
建
六
十
坪
、
同
附
属
便
所
六
坪
、
附
属
医
院
小
児
科
病
棟
日
光
浴
室
木
造
平
家
建
九
坪
、
野
母
臨
海
実
験
所
木
造
平
家
建
五
十
三
坪
の
各
一
棟
全
部
が
倒
潰
し
、
附
属
薬
学
専
門
部
実
習
室
木
造
平
家
建
四
十
八
坪
一
棟
が
半
潰
し
、
そ
の
他
、
各
教
室
及
び
附
属
医
院
と
も
多
少
の
損
害
を
蒙
っ
た
。
　
十
一
月
四
日
、
勅
令
第
二
百
十
三
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
が
改
正
さ
れ
、
職
員
表
中
、
新
に
技
手
二
人
が
置
か
れ
た
。
十
二
日
を
以
て
、
本
学
創
立
八
周
年
を
迎
え
た
の
で
、
当
日
、
十
時
よ
り
大
学
講
堂
で
創
立
記
念
式
を
挙
行
し
、
林
学
長
は
本
学
の
歴
史
を
語
り
、
式
辞
を
な
し
、
大
学
の
万
才
を
三
唱
し
て
閉
会
し
た
が
、
引
続
き
、
長
崎
図
書
館
長
永
山
時
英
の
「
蘭
医
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
」
の
講
演
が
あ
り
、
二
時
間
後
に
散
会
し
た
。
　
な
お
、
こ
の
昭
和
五
年
に
は
旧
細
菌
学
教
室
跡
地
に
環
境
衛
生
研
究
室
と
し
て
わ
が
国
最
初
の
暖
冷
房
装
置
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
、
緑
色
の
ス
レ
ー
ト
屋
根
葺
の
新
築
工
事
（
約
六
十
坪
）
が
完
成
し
た
。
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
は
満
洲
事
変
の
起
っ
た
年
で
あ
る
。
産
業
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
の
勃
興
は
軍
国
主
義
の
発
展
と
共
に
わ
が
国
の
発
達
に
大
き
な
障
害
を
来
し
て
い
た
。
長
崎
医
科
大
学
の
破
綻
も
こ
の
頃
か
ら
萌
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
災
厄
は
何
れ
の
場
合
に
も
同
じ
頃
に
起
る
も
の
で
あ
る
。
利
害
得
失
を
の
み
追
う
時
に
は
必
ず
感
情
的
対
立
を
も
含
み
、
然
も
正
邪
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
遮
二
無
二
な
方
法
を
と
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
一
方
的
な
意
見
だ
け
を
述
べ
立
て
て
、
他
の
言
分
は
全
く
聞
こ
う
と
し
な
い
。
日
本
と
中
国
と
の
交
渉
の
破
綻
も
、
戦
争
を
企
て
よ
う
と
す
る
一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
煽
動
と
中
傷
に
追
い
込
ん
で
、
益
々
複
雑
な
様
相
を
呈
せ
し
め
、
懐
疑
と
お
互
い
の
不
幸
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
衛
生
行
政
は
二
月
二
十
四
日
、
阿
片
委
員
会
官
制
の
制
定
、
三
月
八
日
の
ら
い
予
防
協
会
の
設
立
、
四
月
一
日
の
国
立
公
園
の
公
布
（
十
月
一
日
よ
り
施
行
）
が
あ
り
、
こ
の
国
立
公
園
委
員
会
の
設
置
も
あ
っ
た
。
同
月
二
日
、
労
働
者
災
害
扶
助
法
及
び
労
働
者
災
害
扶
助
責
任
保
険
法
の
公
布
、
癩
予
防
法
及
び
寄
生
虫
病
予
防
法
の
公
布
、
六
月
二
十
三
日
の
学
校
歯
科
医
及
び
幼
稚
園
一763一
　
　
　
　
第
七
節
　
満
洲
事
変
前
後
の
長
崎
医
科
大
学
歯
科
医
令
の
公
布
な
ど
が
あ
り
、
七
月
十
三
目
に
は
麻
薬
の
製
造
制
限
及
び
分
配
取
締
に
関
す
る
条
約
締
結
、
十
一
月
二
十
七
日
、
阿
片
吸
飲
防
止
に
関
す
る
協
定
、
同
月
、
健
康
保
険
歯
科
診
療
方
針
を
定
め
、
十
二
月
十
七
日
に
は
簡
易
水
道
布
設
助
成
規
則
を
制
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
歯
科
及
び
麻
薬
関
係
法
規
が
種
々
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
本
校
の
略
史
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
一
月
三
十
一
日
、
教
授
兼
学
生
主
事
阿
部
俊
男
は
願
に
よ
り
兼
■
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
教
授
富
田
雅
次
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
　
二
月
五
日
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
真
影
を
奉
還
し
、
新
た
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
真
影
を
下
賜
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
同
月
七
日
、
そ
の
奉
戴
式
を
行
っ
た
。
　
昭
和
六
年
度
よ
り
、
大
学
生
の
募
集
人
員
六
十
名
を
八
十
名
に
増
加
し
た
。
三
月
三
十
一
日
、
学
生
主
事
兼
助
教
授
北
条
春
光
は
願
に
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
助
教
授
山
根
浩
は
学
生
主
事
兼
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
五
月
二
十
七
日
、
勅
令
第
九
十
九
号
を
以
て
、
高
等
官
官
等
俸
給
令
中
の
改
正
、
勅
令
第
百
号
を
以
て
、
判
任
官
俸
給
令
中
の
改
正
、
勅
令
第
百
七
号
を
以
て
官
立
大
学
教
官
の
職
務
俸
に
関
す
る
件
中
の
改
正
が
あ
っ
た
。
　
六
月
、
本
学
配
電
室
の
新
営
並
び
に
構
内
配
線
工
事
、
及
び
衛
生
学
教
室
所
属
実
習
室
、
同
研
究
室
の
新
営
、
附
属
図
書
館
事
務
室
の
増
築
模
様
替
、
及
び
附
属
医
院
外
科
病
棟
の
残
工
事
、
耳
鼻
咽
喉
科
病
棟
の
改
築
、
給
水
装
置
の
新
営
、
西
二
病
棟
の
内
一
部
を
産
婦
人
科
病
棟
並
び
に
ラ
ジ
ウ
ム
室
に
移
転
す
る
工
事
等
が
竣
工
し
、
十
一
月
に
は
法
医
学
教
室
所
属
実
習
室
、
十
二
月
に
は
野
母
臨
海
実
験
所
の
復
旧
工
事
が
竣
工
し
た
。
こ
の
よ
う
に
長
崎
医
科
大
学
の
施
設
は
次
々
と
整
備
さ
れ
て
行
き
、
長
崎
医
学
の
殿
堂
が
築
か
れ
て
来
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
施
設
の
拡
充
は
自
ら
研
究
へ
の
熱
意
を
盛
り
上
ら
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
十
月
一
日
に
は
、
長
崎
医
蟹
奨
学
会
（
代
表
は
菊
池
循
一
）
よ
り
同
会
奨
学
資
金
の
寄
附
が
行
わ
れ
た
。
　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
狂
）
一
月
二
十
八
日
、
上
海
事
変
が
起
り
、
二
月
二
日
に
は
国
際
連
盟
が
日
中
問
題
を
討
議
し
た
。
そ
し
て
五
・
一
五
事
件
が
起
り
、
九
月
十
五
日
に
は
日
満
議
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
、
満
洲
国
を
承
認
し
た
。
こ
れ
は
次
の
日
華
事
変
の
前
段
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階
で
あ
っ
た
。
一
方
、
衛
生
行
政
は
一
月
一
日
、
救
護
法
が
施
行
さ
れ
、
二
月
一
日
に
は
学
校
医
の
職
務
規
程
及
び
学
校
歯
科
医
職
務
規
程
が
定
め
ら
れ
、
二
十
四
日
に
は
公
立
健
康
相
談
所
設
置
に
つ
い
て
通
知
し
た
。
六
月
二
十
五
日
、
第
五
改
正
目
本
薬
局
方
を
制
定
し
、
七
月
二
十
二
日
、
売
薬
部
外
品
取
締
規
則
を
制
定
し
た
。
叉
、
八
月
一
日
に
は
寄
生
虫
病
予
防
法
の
施
行
が
あ
り
、
九
月
七
日
に
は
文
部
省
は
学
校
給
食
に
関
し
て
訓
令
を
発
し
た
。
　
こ
の
年
の
本
学
は
一
月
に
小
児
科
日
光
浴
室
、
三
月
に
は
附
属
医
院
内
科
病
棟
が
竣
工
し
、
叉
、
本
学
学
生
控
所
の
復
旧
工
事
が
竣
成
し
た
。
全
く
前
年
に
引
続
い
て
行
わ
れ
た
工
事
で
あ
っ
た
。
三
月
二
十
日
、
長
崎
医
学
同
窓
会
の
会
則
が
制
定
さ
れ
、
本
学
出
身
者
の
カ
に
よ
っ
て
、
母
校
の
発
展
を
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
月
二
十
八
日
、
本
学
事
務
官
山
本
董
は
願
に
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
四
月
一
日
に
は
教
授
古
屋
野
宏
平
は
願
に
よ
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
後
任
と
し
て
教
授
勝
矢
信
司
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
高
畠
清
は
願
に
よ
り
同
部
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
同
部
教
授
川
上
登
喜
二
は
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
三
十
日
、
附
属
薬
学
専
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
門
部
教
授
兼
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
大
倉
東
一
は
願
に
よ
り
兼
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
目
、
同
部
教
授
末
次
叉
二
は
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
に
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
、
解
剖
組
織
実
習
室
の
増
築
及
び
学
生
控
所
の
新
営
、
附
属
医
院
内
科
病
室
の
一
部
の
新
営
、
内
科
診
療
所
附
属
便
所
渡
廊
下
の
移
転
工
事
等
が
竣
工
し
た
。
　
四
月
十
日
、
本
学
学
則
中
、
薬
物
学
を
薬
理
学
に
改
め
、
同
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
中
、
第
八
章
卒
業
試
験
及
び
卒
業
成
績
等
に
関
す
る
条
項
及
び
第
十
章
に
お
い
て
、
徴
兵
令
を
兵
役
法
に
改
め
た
。
五
月
二
日
、
文
部
属
須
田
機
策
は
本
学
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
十
一
月
二
日
、
文
官
普
通
分
限
委
員
会
を
置
い
た
。
十
二
月
二
十
七
日
、
勅
令
第
三
百
九
十
一
号
を
以
て
、
官
立
大
学
官
制
定
員
表
中
、
助
教
授
、
助
手
、
書
記
、
薬
剤
手
、
看
護
長
の
項
を
改
正
し
、
何
れ
も
減
少
せ
し
め
た
。
こ
の
年
末
、
長
崎
医
科
大
学
事
件
が
起
っ
た
。
種
々
の
見
方
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
の
発
生
は
学
問
に
対
す
る
尊
厳
さ
を
失
う
一
部
の
人
々
の
行
動
と
、
あ
る
条
件
を
示
し
た
単
な
る
噂
だ
け
を
信
用
し
、
他
に
何
等
の
根
拠
の
な
い
人
に
ま
で
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
悪
意
の
人
は
投
書
や
侮
告
に
の
み
走
り
勝
ち
で
あ
っ
て
、
本
来
の
一765一
　
　
　
第
七
節
　
　
満
洲
事
変
前
後
の
長
崎
医
科
大
学
学
術
の
振
興
を
忘
却
し
去
る
の
で
あ
る
。
池
魚
の
災
ほ
ど
、
忌
わ
し
い
歴
史
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
派
閥
を
の
み
事
と
す
る
人
々
の
嫌
味
し
か
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
と
月
三
十
一
日
、
教
授
兼
学
生
主
事
富
田
雅
次
は
願
に
よ
り
兼
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
浅
沼
武
夫
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
二
十
五
日
、
本
学
長
兼
教
授
林
郁
彦
は
願
に
よ
り
学
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
に
専
任
と
な
り
、
教
授
小
室
要
は
本
学
長
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
三
十
一
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
第
八
章
中
、
卒
業
試
験
及
び
卒
業
受
験
料
の
項
を
削
除
し
、
授
業
料
を
増
額
し
、
第
三
学
年
成
績
の
、
及
落
を
判
定
す
る
こ
と
と
な
し
、
そ
の
他
関
係
条
項
の
一
部
を
改
正
し
た
。
同
月
、
臨
床
講
義
室
、
内
科
病
棟
の
残
部
、
中
央
廊
下
、
病
理
学
教
室
附
属
研
究
材
料
保
存
室
、
同
教
室
附
属
小
使
室
及
び
便
所
の
移
転
工
事
等
が
竣
工
し
た
。
　
四
月
一
目
、
教
授
緒
方
大
象
は
願
に
よ
り
附
属
図
書
館
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
竹
内
清
は
附
属
図
書
館
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
七
月
三
日
に
至
り
、
長
崎
医
科
大
学
附
属
図
書
館
規
程
施
行
細
則
と
本
学
附
属
野
母
臨
海
実
験
所
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
　
八
月
二
十
三
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
兼
学
生
主
事
末
次
叉
二
は
願
に
よ
り
兼
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
部
教
授
深
川
友
吉
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
九
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
睦
会
が
発
足
し
、
大
学
本
部
、
附
属
医
院
及
び
薬
学
専
門
部
の
事
務
職
員
の
協
議
会
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
十
二
月
二
十
二
日
、
附
属
医
院
長
教
授
勝
矢
信
司
は
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
教
授
高
瀬
清
は
附
属
医
院
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
二
十
七
日
、
附
属
医
院
は
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
十
七
条
中
、
入
学
志
願
者
は
受
験
料
金
五
拾
銭
を
納
入
す
る
こ
と
を
追
加
し
、
尚
入
学
願
書
書
式
及
び
そ
の
他
の
条
項
に
お
い
て
、
一
部
を
改
正
し
た
。
こ
の
年
、
漸
く
前
年
の
事
件
の
落
着
を
み
た
。
　
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
は
漸
く
安
定
し
た
大
学
が
綱
紀
を
引
緊
め
、
再
建
に
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
衛
生
行
政
で
は
、
三
月
十
六
日
、
昭
和
六
年
の
国
立
公
園
法
に
よ
り
、
雲
仙
が
瀬
戸
内
海
及
び
霧
島
と
共
に
三
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
同
月
二
十
四
目
、
傷
兵
院
法
が
公
布
さ
れ
、
十
月
に
は
健
康
保
険
相
談
所
が
設
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
こ
の
年
、
本
学
で
は
、
二
月
二
十
四
日
、
本
学
長
兼
教
授
小
室
一766一
要
は
願
に
よ
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
九
州
帝
国
大
学
名
誉
教
授
高
山
正
雄
は
本
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
八
日
、
教
授
高
瀬
清
は
、
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
三
月
二
十
九
日
、
長
崎
医
科
大
学
専
攻
生
規
程
が
許
可
さ
れ
た
が
、
同
月
、
生
理
学
教
室
附
属
講
義
室
、
銃
器
庫
、
事
務
官
官
舎
並
び
に
附
属
医
院
整
形
外
科
病
棟
、
臨
床
講
義
室
、
中
央
廊
下
の
一
室
、
耳
鼻
咽
喉
科
病
棟
の
渡
廊
下
、
第
一
機
関
室
附
属
煙
突
一
基
の
新
築
及
び
精
神
科
診
療
室
、
同
渡
廊
下
の
移
築
が
竣
工
し
た
。
四
月
一
日
、
先
に
許
可
さ
れ
て
い
た
長
崎
医
科
大
学
専
攻
生
規
程
を
制
定
し
た
。
　
八
月
三
十
一
日
、
教
授
兼
学
生
主
事
浅
沼
武
夫
は
願
に
よ
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
十
月
四
日
、
教
授
北
条
春
光
は
学
生
主
事
に
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
十
二
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
第
六
条
中
、
学
期
期
間
を
改
正
し
、
昭
和
十
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
し
た
。
同
月
二
十
二
日
、
附
属
医
院
諸
料
金
規
程
を
制
定
し
た
。
同
月
三
十
一
日
、
本
学
専
攻
生
規
程
第
四
条
中
、
入
学
資
格
者
の
項
を
改
正
し
た
。
同
月
、
解
剖
学
実
習
室
、
馬
車
及
び
自
動
車
兼
用
埋
込
秤
及
び
同
上
家
屋
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
　
こ
う
し
て
、
数
年
来
の
学
内
問
題
は
整
頓
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
授
業
も
正
常
化
し
、
本
来
の
大
学
と
し
て
の
機
構
の
不
備
も
そ
の
人
的
構
成
の
充
実
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
教
授
が
学
生
を
愚
弄
し
、
学
問
の
尊
厳
を
傷
け
る
よ
う
な
言
動
を
行
な
っ
て
い
た
悪
弊
は
一
部
の
教
授
で
は
あ
っ
た
に
し
て
も
努
め
て
避
け
ら
れ
る
べ
ぎ
で
、
現
代
に
お
い
て
も
常
に
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
大
学
教
授
が
社
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
以
上
、
高
い
識
見
が
要
請
せ
ら
れ
、
徒
ら
に
権
力
の
み
に
よ
っ
て
物
事
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
方
法
に
は
傾
く
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
大
学
で
起
っ
た
問
題
は
当
時
、
広
く
一
般
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
任
学
長
高
山
正
雄
は
そ
う
し
た
法
的
問
題
と
学
内
の
粛
正
に
尽
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一767一
